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１
１
年
特
別
号
・
８

職場新聞「あすなろ」はＯＫＩの職場新聞として１９８６年に発刊しました。「会」は「安心して人間らしく働ける職場」を願って創られました。

長
期
の
偽
装
業
務
就
労

非
情
な
「
使
い
捨
て
」

０
３
年
４
月
か
ら
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
ズ
と
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
（
群
馬
県

プ
リ
ン
タ
研
究
開
発
部
門
の
高
崎
地
区
）

で
就
労
し
て
い
た
派
遣
社
員
（
テ
ク
ノ

プ
ロ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
が
群
馬

労
働
局
に
違
法
派
遣
を
申
告
し
て
、
Ｏ

Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
へ
の
正
規
社
員
で
の
雇
用

契
約
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
就
業
明
示
書
」
に
は
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
業
務
な
ど
専
門
業
務
と
さ
れ
て

い
た
が
、
実
際
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
社
員

と
同
等
の
業
務
で
就
労
。
新
入
社
員
や

海
外
子
会
社
の
社
員
教
育
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
も
担
当

し
て
専
門
業
務
と
い
え
な
い
一
般
業
務

で
し
た
。
違
法
で
は
な
い
か
常
々
感
じ

つ
つ
、
い
つ
か
正
社
員
に
な
れ
る
と
信

じ
て
働
い
て
い
た
が
、
突
然
、
９
月
１

０
日
付
け
で
の
雇
止
め
を
通
告
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
業
務
の
雇
用
延
長

期
間
は
原
則
１
年

正
社
員
を
減
員
し
た
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ

は
代
替
と
し
て
派
遣
社
員
を
長
期
に
使

用
す
る
た
め
に
一
般
業
務
を
長
期
雇
用

が
可
能
な
専
門
業
務
と
偽
り
申
告
者
を

使
用
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
原
則

１
年
、
最
長
３
年
と
決
め
ら
れ
て
い
る

派
遣
法
違
反
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
は
法
律

遵
守
の
企
業
理
念
に
基
づ
き
申
告
者
を

正
規
社
員
と
し
て
雇
用
す
べ
き
で
す
。

沖電気の職場を明るくする会

ＯＫＩも「国連グローバル・コンパクト」に参加

企業活動の中で果たすべき社会的責任 １０原則

《人権》

原則1.企業はその影響の及ぶ範囲内で国際的に宣

言されている人権の擁護を支持し、尊重する

原則2.人権侵害に加担しない

《労働》

原則3.組合結成の自由と団体交渉の権利を実効あ

るものにする

原則4.あらゆる形態の強制労働を排除する

原則5.児童労働を実効的に廃止する

原則6.雇用と職業に関する差別を撤廃する

《環境》

原則7.環境問題の予防的なアプローチを支持する

原則8.環境に関して一層の責任を担うためのイ

ニシアチブをとる

原則9.環境にやさしい技術の開発と普及を促進する

《腐敗防止》

原則10.強要と賄賂を含むあらゆる形態の腐敗を

防止するために取り組む

関係法令の遵守はもちろん、社会的良識をもって健全な企業活動を展開する

Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
は

違
法
派
遣
を
群
馬
労
働
局
に
申
告
し
た

派
遣
社
員
を
正
社
員
と
し
て
雇
用
せ
よ



 

労使は派遣など非正規を含む従業員の雇用・生活・健康を守るのが社会的責任です 。

ＯＫＩで見た！労働者派遣法の脱法（違法）行為

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
（
資
本

金
４
４
０
億
円
・
１
万
６
６

９
７
人
・
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
、
プ
リ
ン
タ
）
は
、
生
産

の
海
外
移
転
、
人
件
費
削
減
、

企
業
の
統
廃
合
な
ど
の
リ
ス

ト
ラ
の
一
環
と
し
て
、
正
規

社
員
の
代
替
と
し
て
派
遣
・

契
約
社
員
を
増
加
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
実
態
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

脱
法
行
為

①

短
か
過
ぎ
る
契
約（資

料
１
）

一
日
単
位
で
契
約
書
に
サ

イ
ン
。
２
年
も
続
い
た
不
安

定
雇
用
の
末
に
解
雇
。
国
会

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

プ
リ
ン
タ
関
連
会
社
（
福
島
・

ア
ダ
チ
プ
ロ
テ
ク
ノ
）

脱
法
行
為

②

長
期
の
派
遣
募
集

（
資
料
２
）

派
遣
は
短
期
（
臨
時
）
で
一

時
的
業
務
な
の
が
派
遣
法
の
原

則
。
長
期
な
ら
ば
、
直
接
雇
用

が
原
則
。

（
埼
玉
・
沖
本
庄
工
場
）

以
下
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
高
崎

（
群
馬
・
プ
リ
ン
タ
の
研
究
開

発
部
門
）
で
の
証
言
で
す
。

脱
法
行
為

③

事
前
面
接
で
派
遣
契
約

派
遣
法
で
は
派
遣
元
か
ら
の

社
員
を
面
談
す
る
な
ど
の
行
為

（
特
定
行
為
）
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
職
務
暦
や
技
能
レ

ベ
ル
な
ど
が
事
前
面
接
で
質
問

さ
れ
た
。

脱
法
行
為

④

派
遣
な
の
に
請
負
と
偽
装

派
遣
技
術
者
を
長
期
に
使
用

す
る
た
め
の
実
態
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ

デ
ー
タ
か
ら
の
指
揮
命
令
で

就
業
し
て
い
た
の
に
、
雇
用

契
約
が
長
期
に
で
き
る
請
負

契
約
で
１
０
年
近
く
も
働
い

た
う
え
、
雇
い
止
め
さ
れ
た
。

脱
法
行
為

⑤

偽
装
業
務
で
就
業

就
業
明
示
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
業
務
内
容
は
専
門
業

務
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
一
号

業
務
）
な
ど
と
記
載
さ
れ
て

い
た
が
、
実
際
は
正
社
員
と

同
等
な
業
務
で
５
年
余
働
い

て
、
雇
い
止
め
さ
れ
た
。

沖
電
気
で
見
た
よ
う
に
、
労

働
者
派
遣
法
に
基
づ
く
派
遣
労

働
は
本
当
に
ひ
ど
い
働
か
せ
方

で
、

①
雇
用
の
不
安
定
さ

②
正
社
員
と
の
差
別
待
遇

③
労
働
条
件
の
劣
悪
さ

④
団
結
困
難
に
よ
る
孤
立
、

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
１
９
８

５
年
に
労
働
者
派
遣
法
が
で
き

て
、
労
働
法
、
労
働
組
合
そ
し

て
雇
用
社
会
が
根
底
か
ら
崩
れ

て
き
た
。
こ
ん
な
に
も
短
期
間

で
派
遣
労
働
者
が
増
え
た
の
は

日
本
だ
け
だ
。
正
規
社
員
が
当

た
り
前
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
。

１日単位の契約

資料１

資料２

労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
的
な
改
正
を

生
存
権
（
憲
法
２
５
条
）
も
奪
う
悪
法


